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2月 21日 、村コミュニティセンターにおいて

「男の料理教室」(主催 。村社会福祉協議会)が開

かれました。

この日は、男性10人が参加。材料のしこみか

ら盛 り付けまで慣れない手つきながら、見事に

料理を完成。気になる味のほうですが・…・・!?

もちろん、おいしかったそうです。
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員

優れた功績を讃える
平成 7年度市浦村スポーツ賞授与式が 3月 3日 、村コミュニティ
センターにおいて行われました。

今年の受賞者は、個人 5人、団体 2チ ームで、それぞれ賞状と記
念品が送られました。

受賞者の皆 さんおめでとうございました。



それそれa
思ぃ出胸に
←卒業式スナップ→

⊂)市浦中学校

亨蓄デ賛相内分螢

α)十三小学校 16)脇元小学校 α)大田小学校



広報ιチろに)

来
は
画
家
さ
ん
Ｐ

村
内
保
育
所
児
童
各
種
大
会
で
入
賞

村
内
の
各
保
育
所
で
は
、
ふ
だ
ん
　
　
　
今
加
奈
ち
ゃ
ん
　
　
　
（相
内
保
）

か
ら
子
ど
も
達
に
絵
画
な
ど
に
親
し
　
　
◇
準
佳
作

み
を
も
た
せ
、
今
年
度
も
た
く
さ
ん
　
　
　
藤
田
英
く
ん
　
　
　
　
（脇
元
保
）

の
児
童
が
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
　
　
▼
サ
ン
ロ
ー
ド
青
森
夏
休
み
子
ど
も

し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
絵
画
展

▼
東
奥
美
術
展

（図
画
の
部
）
　
　
　
　
◇
入
選

◇
準
特
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
加
奈
ち
ゃ
ん
　
　
　
（相
内
保
）

松
橋
宏
樹
く
ん
　
　
　
（脇
元
保
）　
　
　
石
岡
剛
宗
く
ん
　
　
　
（協
元
保
）

◇
佳
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
岐
香
菜
絵
ち
ゃ
ん
　
⌒大
田
保
）

（大
田
保
）

（相
内
保
）

（脇
元
保
）

（大
田
保
）

（大
田
保
）

図
画
展

前列左から三浦嘉乃ちゃん、松橋宏樹くん、後列左から
成田智哉〈ん、若山和希くんが各種大会で特別賞に輝く
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や  ん   水 ん   ん

竹 谷 雅 代 さん 村 元 志 穂 さん  長 利 有里子 さん

奈
良
仁
く
ん
　
　
　
　
（大
田
保
）

◇
入
選
土
岐
亮
輔
く
ん
　
　
　
（大
田
保
）

植
野
由
華
子
ち
ゃ
ん
　
（大
田
保
）

小
山
内
理
佳
子
ち
ゃ
ん
（十
三
保
）

山
田
小
春
ち
ゃ
ん
　
　
⌒相
内
保
）

石
岡
剛
宗
く
ん
　
　
　
（脇
元
保
）

▼
青
森
県
子
ど
も
の
祭
典

絵
画
の
部

◇
佳
作
花
村
拓
也
く
ん
　
　
　
（十
三
保
）

小
倉
詢
也
く
ん
　
　
　
（十
三
保
）

柏
谷
壮

一
郎
く
ん
　
　
⌒相
内
保
）

版
画
の
部

◇
佳
作
帯
川
瑛
迅
く
ん
　
　
　
⌒相
内
保
）

▼
全
国
年
賀
状
版
画

・
絵
手
紙
コ
ン

ク
ー
ル
東
北
地
方
審
査
会

◇
佳
作
三
上
香
奈
ち
ゃ
ん
　
　
（相
内
保
）

◇
エ
フ
エ
ム
青
森
賞

成
田
智
哉
く
ん
　
　
　
（相
内
保
）

▼
世
界
児
童
画
展

◇
入
賞
渡
辺
亜
梨
砂
ち
ゃ
ん
　
（脇
元
保
）

武
田
明
莉
ち
ゃ
ん
　
　
（大
田
保
）

秋
田
谷
真
由
ち
ゃ
ん
　
（相
内
保
）

今
加
奈
ち
ゃ
ん
　
　
　
（相
内
保
）

帯
川
瑛
迅
く
ん
　
　
　
⌒相
内
保
）

山
田
小
春
ち
ゃ
ん
　
　
（相
内
保
）

秋
田
谷
優
衣
ち
ゃ
ん
　
（相
内
保
）

糸
谷
寛
将
く
ん
　
　
　
（相
内
保
）

長
谷
川
比
奈
子
ち
ゃ
ん
（相
内
保
）

小
山
内
理
佳
子
ち
ゃ
ん
（十
三
保
）　
　
　
帯
川
瑛
迅
く
ん
　
　
　
（相
内
保
）

若
山
和
希
く
ん
　
　
　
（十
三
保
）
　
　
　
新
岡
詳
久
く
ん
　
　
　
一十
三
保
）

▼
サ
ン
ロ
ー
ド
青
森
版
画
展
　
　
　
　
　
　
葛
西
慎
太
郎
く
ん
　
　
（脇
元
保
）

◇
銀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
朋
弥
く
ん
　
　
　
（大
田
保
）

三
浦
嘉
乃
ち
ゃ
ん
　
　
（相
内
保
）
　

◇
佳
作

◇
銅
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
村
拓
也
く
ん
　
　
　
（十
三
保
）

若
山
和
希
く
ん
　
　
　
（十
三
保
）　
　
　
近
藤
芳
紀
く
ん
　
　
　
（十
三
保
）

◇
入
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
彩
乃
ち
ゃ
ん
　
　
（十
三
保
）

飯
島
大
貴
く
ん
　
　
　
⌒相
内
保
）
　
　
　
工
藤
康
敬
く
ん
　
　
　
（相
内
保
）

山
田
小
春
ち
ゃ
ん
　
　
（相
内
保
）
　
　
　
一二
上
香
奈
ち
ゃ
ん
　
　
（相
内
保
）

■

級

含

琳

粥

蜃

”

雲

詈

讀

第

一
〇
二
回
全
国
商
工
会
珠
算
検
　
　
さ
れ
、
見
事

一
級
に
三
人
が
合
格
し

定
試
験
が
、
二
月
十
八
日
午
後

一
時
　
　
ま
し
た
。
今
回
の
受
験
者
数
は
四
十

か
ら
村
内
各
小
学
校
に
お
い
て
開
催
　
　
九
名
で
合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽

一
級
　
長
利
有
里
子
、
村
元
志

穂
、
竹
谷
雅
代

⌒辻
分
珠
算
塾
）

▽
二
級
　
櫛
引
美
穂
、
竹
浪
靖
規
、

（辻
分
珠
算
塾
）
下
山
麻
衣

（坂
田

珠
算
教
室
）

▽
三
級
　
一二
和
朋
代
、
武
田
甘
菜

（辻
分
珠
算
塾
）
小
山
内
理
恵
、
越

谷
翔
悟
、
梶
浦
瑞
穂

（浦
田
塾
）

▽
四
級
　
笹
山
高
敏

⌒辻
分
珠
算

塾
）
高
田
恵

（浦
田
塾
）

▽
五
級
　
一二
上
佳
子

（辻
分
珠
算

塾
）▽
六
級
　
石
岡
城
幸
、
成
田
和
也
、

村
元
繭
美
、
秋
田
谷
絵
里
花

（辻
分

珠
算
塾
）

▽
八
級
　
天
坂
友
香

（浦
田
塾
）

▽
九
級
　
竹
谷
知
佳

（辻
分
珠
算

塾
）
中
島
千
恵
美

⌒浦
田
塾
）
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顔
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

市
浦
村
赤
十
字
奉
仕
団
が
研
修
会

年
少
女
サ
ー
ク
ル
活
動

今
年
度
、
村
教
育
委
員
会
で
は
少

年
少
女
サ
ー
ク
ル
事
業
と
し
て

「東

日
流
っ
子
塾
Ｌ
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
」

ク
ル
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
青
少
年
活

動
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

県
が
実
践
活
動
を
委
託
し
て
い
る
も

の
で
、
村
内
の
小
学
生
を
中

′Ｌ、
に
約

五
十
人
の
児
童
が
、
二
年
計
画
の
最

初
の
一
年
を
過
ご
し
ま
し
た
．，

四

月

に

は

新

会

員

募

集

三
湊
」
の
演
奏
ま
で
、
ま
た
、
ス
キ

ー
サ
ー
ク
ル
は
冬
期
間
、
基
礎
技
術
、

応
用
技
術
の
習
得
を
図
り
ま
し
た
ピ

集
し
ま
す
の
で
、
活
動
し
て
み
た
い

と
意
欲
の
あ
る
方
、
興
味
の
あ
る
方

は
村
教
育
委
員
会
ま
で
お
問

い
合
わ

せ
く
だ
さ

い
．

東
日
流

つ
子
塾
は
、
パ
ソ
コ
ン
教
　
　
　
一
一月
十
九
、
二
十
日
の
一
日
間
、　
　
　
え
、
新
設
さ
れ
た
明
る
い
照
明
灯
に

室
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
体
験
学
　
　
士
口
野
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
ナ
イ
タ
ー
　
　
照
ら
さ
れ
な
が
ｂ
、
初
心
者
、
初
級
、

習
を
中
心
に
、
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
は
　
　
ス
キ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
．　
　
　
　
中
級
と
ス
キ
ー
技
術
に
合
わ
せ
て
、

打
ち
方
の
基
礎
か
ら
創
作
太
鼓

「Ｆ
　
　
　
ム７年
は
、
参
加
者
が
七
十
人
を
こ
　
　
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
指
導
員
か
ら
レ

”

口

】

菫
涯

に

仏
％

に

一

一

鈴

暉

い

筆

蘇

中

の

日

程

終

了

　

　

¨
一
一
一
砕
一
一
一
一
」
・
組
〕
弓

毎
年
高
齢
者
を
対
象
に
開
催
し
て
　
　
五
地
区
に
移
動
し
な
が
ら
開
催
さ
れ
　
　
キ
ー
場
の
整
備
と
と
も
に
、
村
の
ス

い
る
「寿
大
学
」
が
、
今
年
度
も
村
内
　
　
ま
し
た
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ー
人
日
も
増
加
し
て
き
ま
し
た

加
者
が
年
々
増
加

ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室
に
７０
人

‐334-
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再

び

真

衡

舘

を

攻

め

る

真
衡
の
妻
の
策
略
に
ま
ん
ま
と
乗
せ
ら
れ

た
国
衛
の
兵
藤
正
経
と
僚
使
助
兼
と
は
真
衡

の
舘
に
入
城
し
て
清
衡
と
家
衡
と
の
攻
撃
に

備
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
も
知
ら
な
い
清
衡
と
家
衡
と
は

一

挙
に
真
衡
舘
を
陥
落
さ
せ
よ
う
と
押
寄
せ
て

鯨
波
の
声
を
作
り
合
戦
を
挑
み
ま
す
。
清
衡

が
追
手
門
（表
門
）か
ら
、家
衡
は
捌
手
門
（裏

門
）
か
ら
攻
撃
を
仕
掛
け
る
こ
と
に
し
ま
す
。

相
手
の
正
経
は
追
手
を
固
め
、
助
兼
が
揚
手

を
指
揮
す
る
手
筈
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

寄
手
の
作
戦
は
舘
の
掘
際
ま
で
攻
め
寄
せ

て
焼
草
を
積
ん
で
火
攻
め
に
す
る
こ
と
で
し

た
が
、
舘
か
ら
は
屈
強
の
射
手
を
そ
ろ
え
て

指
取
引
攻
盛
ん
に
射
か
け
さ
せ
る
の
で
、
容

易
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
陣
が
交
代
し
て
死
に
物
狂
い
に
な
っ
て
よ

う
や
く
近
づ
き
、
城
戸
を
破
っ
て
城
中
に
攻

め
入
ろ
う
と
し
た
途
端
に
櫓
の
上
か
ら
大
石

や
大
木
が
五
六
十

一
度
に
バ
ツ
と
落
ち
て
き

ま
す
。清
衡
。家
衡
軍
は
破
れ
て
引
き
退
か

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
清
衡
は
、
「も
し
、

真
衡
が
出
羽
か
ら
引
き
帰
れ
ば
大
変
な
こ
と

に
な
る
ぞ
」
と
、
そ
の
進
退
に
迷
っ
て
い
ま
し

た
。
国
衛
軍
の
真
衡
に
味
方
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
大
き
な
誤
算
で
し
た
。

合
戦
中
止
の
使
者

と
こ
ろ
が
幸
い
に
も
城
中
の
国
衛

側
か
ら
寄
手
に
合
戦
中
止
の
使
者
が

た
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
使
者
の
口

上
は
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
で
す
。

０
わ
け
が
あ
っ
て
正
経

・
助
兼
が
こ

の
舘
の
陣
中
に
局
合
わ
せ
た
こ
と
。

け
そ
し
て
、
清
衡
兄
弟
に
お
目
に
か

か
っ
て
事
の
子
細
を
お
聞
き
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
所
、
攻
撃
さ
れ

た
の
で
合
戦
に
及
ん
だ
こ
と
。

喀
真
衡
も
城
中
に
有
合
わ
せ
て
い
れ
ば
事
の

子
細
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
の
だ
け
れ
ど

た
か
が
私
の
宿
意
に
よ
っ
て
士
卒
を
苦
し

め
、
国
中
を
騒
が
す
こ
と
は
朝
廷
に
対
し

憚
り
が
あ
る
こ
と
。

ｍ
真
衡
が
不
在
の
上
は
早
速
引
き
上
げ
て
、

も
し
遺
恨
が
あ
る
の
な
ら
国
司
源
義
家
に

訴
え
て
裁
判
を
仰
ぐ
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

り
も
し
、
不
承
諾
で
ど
う
し
て
も
合
戦
し
よ

う
と
す
る
な
ら
ば
、
正
経

・
助
兼
が
敵
と

な
っ
て
戦
う
よ
り
方
法
が
な
い
こ
と
。

と
い
う
誠
に
穏
便
な
仲
裁
状
で
し
た
。
追

手
門
か
ら
攻
撃
し
た
清
衡
、
鰯
手
門
の
家
衡

へ
同
文
の
状
を
送
っ
た
の
で
す
。

清

衡

の

態

度

こ
の
状
を
受
け
た
清
衡
は
は
じ
め
て
国
司

義
家
の
御
家
人
が
城
中
に
い
る
の
を
知
り
、

合
戦
を
続
け
る
こ
と
は
国
司
に
対
す
る
反
抗

と
な
り
、
真
衡
に
対
す
る

一
族
間
の
争
い
で

な
く
な
る
も
の
と
思
考
し
ま
す
。
「お
使
い
の

趣
き
委
細
畏
ま
り
ま
し
た
。
各
方
が
城
中
に

居
ら
れ
る
と
は
存
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
真
衡

に
は
重
な
る
遺
恨
が
あ
っ
て
攻
撃
を
し
ま
し

た
が
、
国
司
の
御
家
人
た
る
貴
殿
方
と
は
合

戦
す
べ
き
理
由
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
早
速
軍

を
引
き
上
げ
ま
す
。」
と
鄭
重
に
色
代
し
て
軍

使
を
帰
し
ま
し
た
。

こ
の
慇
懃
な
清
衡
の
態
度
が
義
家
に
後
の

ち
ま
で
好
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

家
衡

の
態
度

拐
手
で
仲
裁
状
を
読
み
終
わ
っ
た
家
衛
の

態
度
は
清
衡
と
は
対
称
的
な
も
の
で
し
た
´

真
衡
と
の
不
和
に
対
す
る
遺
恨
と
国
司
の
御

家
人
が
城
中
に
局
合
わ
せ
た
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
の
二
つ
に
つ
い
て
は
清
衡
と
同

様
で
あ
っ
た
。

「各
方
を
敵
に
ま
わ
し
て
の
合
戦
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
各
方
は
城
中
か
ら
出
て
国
府

に
帰
っ
た
方
が
よ
い
。
私
は
自
分
の
心
の
済

む
ま
で
攻
め
戦
わ
な
い
中
は

一
歩
も
引
き
退

か
れ
ま
せ
ん
。」

と
、
撤
退
の
意
志
が
な
い
返
答
を
し
た
の

兄
弟
袂
を
分

け
る

清
衡
は
早
速
棚
手
の
家
衡
に
撤
退
す
る
旨

を
触
れ
た
け
れ
ど
も
家
衡
は
頑
と
し
て
聞
か

な
か
っ
た
の
で
す
。
「た
と
え
国
司
自
ら
真
衡

に
味
方
し
て
城
中
に
い
て
も
、
わ
が
遺
恨
を

晴
ら
さ
な
い
で
引
き
退
く
べ
き
で
は
な
い
。

国
司
の
家
人
が
恐
し
い
な
ら
何
処
な
リ
ヘ
勝

手
に
引
き
退
き
給
え
。」
と
。

清
衡
は
再
三
に
わ
た
っ
て
使
を
出
し
、
国

司
義
家
は
尋
常
の
人
物
で
な
い
か
ら
、
真
衡

討
伐
は
ま
た
の
時
節
を
待
っ
た
方
が
得
策
で

あ
る
こ
と
を
忠
告
す
る
が
聞
き
入
れ
な
か
っ

た
の
で
、
清
衡
軍
は
手
勢
を
引
き
分
け
て
自

分
の
舘
に
帰
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

清
衡
兄
弟
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
完
全

に
袂
を
分
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

∠

(4)

義家、真衡と秀武と和睦させる図



情報をお寄せ<ださい

お し ら世
役場の電話は62-2111

(7)広 報ιチろ

米穀販売業の
1  登録申請について

レ募集人員

警躍曹冒緊i黒

ど余す ところな く掲載 した県内市

定価  1,800円 (税込 )

4月 10日 県内書店で発売

青森県交通対策協議会

市浦村の人口と世帯数   平成8.3.1現 在

4月 分 か ら
保険料 が変 わります。

「免除」と「追納」の制度

た期間は、年金の受給資格期



骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
リ

も
ろ
く
な
る

骨
粗
し
ょ
う
症
健
診
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

今
年
四
月
十
五
日
か
し
は
じ
ま
る

一
ロ
ド
ッ
ク
に
、
骨
粗
し
ょ
う
症
健

骨
粗
し
ょ
う
症
が
女
性
に
多
い
の
　
　
診
を
導
入
し
ま
し
た
。　
″骨
粗
し
ょ

は
、
女
性
の
ほ
う
が
生
ま
れ
つ
き
骨
　
　

つヽ
症
は
女
性
に
多
い
″
た
め
健
診
対

が
細
い
、
妊
娠

・
出
産
で
カ
ル
シ
ウ
　
　
象
は
女
性
の
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た

ム
を
大
量
に
消
費
す
る
、
食
が
細
い
　
　
だ
き
ま
す
。
骨
密
度
健
診
を
通
じ
て

（カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
量
が
少
な
い
）
　

健
康
づ
く
り
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

■
粗
し
よ
う
症

っ
て
な
に
？

椎骨の断面 (拡大)

奈を生さ尋劣斗と紗=花め お

女
性
は
骨
租
し
ょ
う
症
に

な
り
や
す
い
ｐ

誕

生

（相
内
）

（十
三
）

（脇
元
）

（相
内
）

（脇
元
）

（磯
松
）

二

重

貢

氏

二
月
十
二
日
午
後
九
時
二
十
人
分
、

肺
炎
の
た
め
五
所
川
原
市
西
北
中
央

病
院
で
死
去
し
ま
し
た
。
七
十
五
歳
。

三
重
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
六
年
四

月
に
旧
十
三
村
議
会
議
員
に
初
当
選

完
獲

）死

去

し
て
以
来
、
村
議
四
期
、
二
十

一
年

十

一
月
か
ら
三
十
八
年
五
月
、
四
十

六
年
六
月
か
ら
五
十
三
年
十

一
月
ま

で
助
役
四
期
、
五
十
八
年
五
月
か
ら

平
成
三
年
五
月
ま
で
村
長
を
二
期
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
役
場
庁
舎
の
建
設
や
公

設
民
営
に
よ
る
企
業
誘
致
、
観
光
施

設
の
整
備
な
ど
村
政
発
展
の
た
め
に

大
き
く
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
四
年
秋
の
叙
勲
で
勲
四
等
瑞

宝
章
を
受
章
。

乗 智:

▽
　
お
く
や
み

結

婚

弘

（相
　
　
内
）

枝

（千
　
　
葉
）

仁

（大
　
　
田
）

莉

（中
　
　
国
）

治

（磯
　
　
松
）

み

（五
所
川
原
）

４８
歳

７９
歳

９３
歳

７‐
歳

・７
歳

７５
歳

■場  所
市浦村 B&G海 洋センター体育館

■受付時間

午前 6時 30分から 9時 30分 まで

■検査項目

・ 胃がん検診

・ 千宮がん検診

・骨粗しょう症健診(女性のみ)

※寿健診では、子宮がん。乳がん及

び骨粗しょう症健診はありません。


